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あなた: 

sakana AI 株式会社.docx 

ドキュメント 

要約してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

この文書は、sakana AI 株式会社の成果報告会の内容を記録したものです。以下に

要約を示します。 

1. sakana AI の紹介: sakana AI 株式会社はトランスフォーマー技術を基盤とした

AI 企業で、柔軟かつ低コストな AI システムの開発に注力しています。CTO は

トランスフォーマーの発明者の一人であり、CEO は元 Google ブレイ東京のヘ

ッドです。 

2. 成果報告: ジェニックプロジェクトでは、自然界に着想を得たアイデアをもと

に、低コストで高性能なモデルの開発に成功しました。このモデルは、教師モ

デルから小型の生徒モデルへ知識を伝達する「蒸留」という学習技術を使用し

ています。また、生成 AI の分野で新しい技術に挑戦しており、メモリ使用量を

大幅に削減しつつ性能を維持するモジュールも開発されました。 

3. 技術革新: sakana AI はモデルの「蘇生」技術にも取り組み、特定の部分のみ

を使用することでデータ処理を軽量化しつつ、スパースティを導入した新しい

アプローチで成功を収めました。また、進化的モデルマージの技術を使って多

様なスキルを持つモデルの開発にも成功しています。 

4. 今後の展望: エージェンティックシステムの研究に注力し、AI サイエンティスト

というプロジェクトを進めており、AI が人間の研究活動を代替することができる

かを実験しています。この成果は非常に有望で、今後も研究を進めていく予定

です。 

全体として、sakana AI は生成 AI 技術における革新を進め、今後の成長に期待が持

てる内容です。 
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4o 

あなた: 

sakana AI の紹介を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

sakana AI 株式会社の紹介に関する部分を詳しく説明します。 

sakana AI 株式会社は、AI の基礎技術であるトランスフォーマーを活用する企業で、

世界的に著名な研究者たちによって設立されました。このトランスフォーマー技術は、

現在 AI 企業が広く利用している基礎技術であり、特に自然言語処理の分野で多くの

成功を収めています。 

CTO（最高技術責任者）を務めるのは、トランスフォーマーの発明者の一人であるラ

イオン・ジョーンズです。彼は、トランスフォーマーを中心に、多くの革新的な技術を開

発してきたことで知られています。 

CEO（最高経営責任者）は、元 Google ブレイ東京でヘッドを務めていたデイビッド・ハ

ーで、彼もディープラーニングの分野で非常に有名な研究者です。彼のリーダーシッ

プの下、sakana AI 株式会社は、日本で先端的な AI 技術を開発する企業として活動

しています。 

sakana AI の目標: 

 sakana AI は、既存の大規模モデルの競争とは異なるアプローチを採用してい

ます。多くの AI 企業がトランスフォーマーを用いてパラメータサイズを増やし、

データ量や学習時間を増加させることで性能向上を目指す一方、sakana AI は

自然界にインスピレーションを得たアイデアに基づき、より柔軟で低コストな AI

システムを開発しています。 

 sakana AI のアプローチは、単に大規模化するのではなく、自然の仕組みを取

り入れて効率的かつ適応力のある AI を作り出すことです。これにより、従来

の技術と差別化しながら、AI の性能を最大限に引き出すことを目指していま

す。 
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また、sakana AI のロゴには、現在の AI 研究のトレンドが反映されています。トランス

フォーマーの技術を活用して、モデルのパラメータサイズ、データの規模、学習時間を

大きくすることが業界の競争の焦点となっていますが、sakana AI はこれに加えて、新

しい領域に挑戦し、柔軟で革新的な AI システムの構築に取り組んでいます。 

全体として、sakana AI 株式会社は、革新性と効率性を兼ね備えた AI 開発に注力し

ており、トランスフォーマー技術の発展を牽引する企業であるといえます。 

4o 

あなた: 

成果報告を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

sakana AI 株式会社の成果報告について、詳細に説明します。 

1. プロジェクトの概要とアプローチ 

sakana AI は、今回のジェニックプロジェクトにおいて、低コストで高性能なモデルの開

発に成功しました。特に、生成 AI の分野において、従来の手法にとらわれず、自然

界に着想を得たアイデアを活用し、より柔軟でしなやかな AI システムを目指しまし

た。 

低コストかつ高性能な AI システムの目標 

 多くの AI 企業が、トランスフォーマーのモデルを大規模化し、パラメータ数や

データ量を増やすことで性能を上げることに集中しています。しかし、sakana 

AI は、他の方法で高い性能を実現することに挑戦しています。 

 特に、自然界からインスピレーションを得た方法を用い、柔軟性や適応力を持

ちながら、コストを削減する AI システムの開発を進めています。 

2. 蒸留（Knowledge Distillation）の活用 

 「蒸留」と呼ばれる技術は、教師モデルから生徒モデルに知識を伝達すること

で、より小型のモデルでも高い性能を実現できるというディープラーニングの
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手法です。この技術により、コストやエネルギーの問題を解決し、小型化され

たモデルでも高度なタスクに対応できるようになっています。 

 蒸留自体は新しい概念ではありませんが、LLM（大規模言語モデル）に適用し

たのは最近のトレンドです。特に、Google がこの技術を LLM に活用しており、

sakana AI もこのアプローチの先駆者として注目されています。 

3. 蘇生（Sparse モデル）の技術 

 「蘇生」とは、大きなモデルの中で、一部のパラメータだけを使用して効率的に

データを処理する技術です。この技術を活用することで、コスト削減やエネル

ギー効率の向上が図れます。 

 sakana AI は、単にモデルを軽量化するだけでなく、トランスフォーマーの仕組

みに新しいモジュールを導入し、メモリ使用量を削減しつつ、性能を維持する

ことに成功しました。このモジュールは、従来のモデルと比較して、メモリ使用

量を 1/5 に抑えることができるという大きな成果を上げています。 

4. NUM モジュールの開発 

 NUM モジュールは、sakana AI が開発した特別なモジュールであり、これを既

存のトランスフォーマーモデルに追加することで、メモリ使用量を削減し、パフ

ォーマンスを向上させることが可能です。 

 特筆すべき点は、この NUM モジュールは、他のモデルにも適用可能であると

いうことです。例えば、ラマ 38B モデルに最適化された NUM モジュールを、他

のモデル（ラマ 370B など）にそのまま移植しても、同じように機能します。さら

に、言語モデルだけでなく、ビジョンランゲージモデルや RL（強化学習）モデル

にも応用可能であり、非常に汎用性の高いモジュールです。 

5. 進化的モデルマージ 

 sakana AI は、既存のモデルを組み合わせて新しいモデルを開発する「進化的

モデルマージ」というアプローチを採用しています。これにより、多様なスキル

を持つ AI モデルを作成することができ、特定のタスクに特化した高性能なモ

デルを開発することが可能です。 

 特に、今回開発されたモデルは、一部のタスクで GPT-3.5 ターボと同等の性

能を持ちながら、非常に軽量であるという特徴があります。このモデルも全て

公開予定であり、業界内外で注目される成果となっています。 

6. ジェニックプロジェクトでの成果 
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ジェニックプロジェクトにおいて、sakana AI は以下の 3 つの成果を報告しました。 

1. 蒸留技術を活用した小型高性能モデルの開発: 小型化しながらも高性能な

AI モデルを実現。 

2. 蘇生技術によるメモリ削減: メモリ使用量を大幅に減らしつつ、パフォーマンス

を維持する技術を確立。 

3. 進化的モデルマージと NUM モジュールの開発: 他のモデルにも適用可能な

汎用モジュールの開発に成功。 

7. 今後の展望 

sakana AI は、AI を使って人間の研究活動に挑戦するプロジェクト「AI サイエンティス

ト」を進めています。このプロジェクトでは、AI が論文作成、コーディング、実験、レビュ

ーなどを分担して行い、人間の知識創造活動に匹敵する成果を上げることができまし

た。今後も、より多様で高度な AI システムの開発を目指し、さらに研究を進めていく

予定です。 

以上が、sakana AI 株式会社の成果報告に関する詳細な説明です。 

4o 

あなた: 

技術革新を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

sakana AI 株式会社の技術革新について、詳細に説明します。 

1. 蒸留（Knowledge Distillation）の技術革新 

「蒸留」とは、知識蒸留（Knowledge Distillation）というディープラーニング技術で、教

師モデルから生徒モデルに知識を伝達することにより、小型モデルでも高いパフォー

マンスを発揮できるようにする手法です。この技術により、AI システムの効率を飛躍

的に向上させ、コスト削減やエネルギー効率を高めることが可能です。 
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 sakana AI の革新点: 蒸留自体は 2015 年から存在している技術ですが、

sakana AI はこれを**LLM（大規模言語モデル）**に適用し、生成 AI における

コストやエネルギー問題を解決しようとしています。多くの AI 研究機関や企業

はまだこの技術を使い始めたばかりですが、sakana AI はこの技術を率先して

活用しています。 

 トランスフォーマーモデルへの応用: トランスフォーマーをベースとしたモデル

にこの技術を適用することで、性能を維持しながらモデルを小型化することが

でき、従来の大規模モデルと比較しても遜色ないパフォーマンスを実現しまし

た。このアプローチにより、AI モデルを軽量化しつつも複雑なタスクに対応す

ることが可能となっています。 

2. 蘇生（Sparse モデル）の技術革新 

「蘇生」は、Sparse モデルという技術で、AI モデルの中の一部のパラメータだけを使

って効率的にデータを処理する方法です。この技術は、軽量化とコスト削減を同時に

実現するための重要な手法です。 

 革新点: 蘇生技術自体は新しいものではありませんが、sakana AI はこれをト

ランスフォーマーモデルに適用し、特に短期記憶のスパーシティに焦点を当て

ました。通常、トランスフォーマーモデルは過去の全てのデータを保持するた

め、大量のメモリを消費します。しかし、sakana AI はこの問題に対処するため

に、追加のモジュールを導入し、メモリを効率的に整理してメモリ使用量を削

減しました。 

 具体的な成果: sakana AI が開発した蘇生技術を用いたモジュールは、メモリ

使用量を 1/5 に抑えながら、パフォーマンスを維持することに成功していま

す。これにより、メモリやエネルギー消費を削減し、より効率的な AI モデルを

実現しました。 

3. NUM モジュールの技術革新 

sakana AI が開発した NUM モジュールは、トランスフォーマーモデルのパフォーマン

スを向上させるための追加モジュールです。このモジュールは、既存のモデルに組み

込むだけで、メモリ使用量を削減し、パフォーマンスを維持または向上させることが可

能です。 

 革新点: NUM モジュールの革新的な点は、他のモデルにも適用可能であるこ

とです。例えば、ラマ 38B モデルに最適化された NUM モジュールを、ラマ
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370B などの他のモデルに移植しても、そのまま機能します。さらに、このモジ

ュールは言語モデルだけでなく、ビジョンランゲージモデルや強化学習（RL）モ

デルにも適用可能です。 

 ゼロショットモデルトランスファー: この NUM モジュールは、モデル間でのゼロ

ショットトランスファーが可能です。つまり、あるモデル用に開発したモジュール

を他のモデルに移植しても、追加の学習を行わずにそのまま機能するという

特長を持っています。この技術により、AI モデルの汎用性と適応力が飛躍的

に向上しました。 

4. 進化的モデルマージの技術革新 

「進化的モデルマージ」とは、既存の AI モデルを組み合わせて新しいモデルを作り出

す技術です。sakana AI は、この技術を活用して、より多様で強力な AI モデルを開発

しています。 

 革新点: sakana AI は、この進化的モデルマージにクオリティダイバーシティオ

プティマイゼーション（Quality-Diversity Optimization）というパラダイムを導入

しました。これにより、AI モデルが多様なスキルを持ち、特定のタスクに特化し

た高度なパフォーマンスを発揮できるようになりました。 

 成果: この技術により、8 ビリオンパラメータモデルながら、GPT-3.5 ターボと

同等の性能を持つ軽量モデルの開発に成功しました。このモデルは、軽量で

ありながら高性能を発揮するため、リソースが限られた環境でも高度なタスク

を処理することが可能です。 

5. エージェンティックシステムと AI サイエンティスト 

sakana AI は、エージェンティックシステム（自律型エージェントシステム）の開発にも

取り組んでいます。このシステムは、AI が自律的にタスクを実行する能力を持つもの

であり、特に AI サイエンティストというプロジェクトが進行中です。 

 革新点: このプロジェクトでは、複数の AI モデルがそれぞれの役割を分担し、

協力して高度な研究活動を行うことができます。例えば、あるモデルがアイデ

アを出し、別のモデルがコーディングと実験を行い、さらに別のモデルが論文

を書くという流れです。このように、AI 同士が協力し合うことで、より高度な成

果を達成しています。 

 成果: AI サイエンティストの実験では、AI が人間の研究活動を模倣し、実際に

論文作成や研究活動を成功させました。この成果は、AI が知識創造活動にお
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いても大きな役割を果たす可能性を示しており、今後の技術発展に大きな期

待が寄せられています。 

結論: 

sakana AI 株式会社は、従来の AI 技術に対する新しいアプローチを取り入れ、革新

的な技術を次々と開発しています。蒸留技術や蘇生技術、NUM モジュール、進化的

モデルマージなど、多くの技術革新を通じて、低コストで高性能な AI システムの実現

に成功しており、今後の AI 技術の発展に貢献する重要な企業です。 

4o 

あなた: 

今後の展望を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

sakana AI 株式会社の今後の展望について詳しく説明します。 

1. エージェンティックシステムの開発 

sakana AI 株式会社は、今後の展望としてエージェンティックシステム（自律型エージ

ェントシステム）の開発に注力しています。このシステムは、AI が人間の介入を必要と

せずに、自律的に複雑なタスクを実行する能力を持つもので、sakana AI はこれを今

後の AI 技術の柱として位置づけています。 

エージェンティックシステムの目標 

 エージェンティックシステムの目標は、AI が高度な判断を自律的に行い、効率

的にタスクを処理できるようにすることです。このシステムは、単にタスクを実

行するだけでなく、AI が学習しながら自己改善を行い、より複雑な問題にも対

応できるようになることを目指しています。 

 sakana AI はこの技術を用いて、特に研究活動やデータ解析といった高度なタ

スクを AI が自律的に実行できるようにすることを視野に入れています。これに

より、AI が人間のサポートを不要にし、独立して価値を生み出せるシステムを

構築することが可能です。 
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2. AI サイエンティストプロジェクト 

sakana AI のエージェンティックシステムの一例として、AI サイエンティストというプロジ

ェクトが既に進行中です。このプロジェクトは、AI が人間に代わって研究活動を行うと

いう非常に野心的な試みです。 

AI サイエンティストの取り組み 

 AI サイエンティストプロジェクトでは、AI が研究のアイデアを出す、実験を行

う、論文を書くといった一連の研究活動を全て自律的に行うことを目指してい

ます。この取り組みの目的は、AI が人間と同じレベルで研究活動を遂行でき

るかどうかを検証することです。 

 実際に、AI がアイデアを出し、それを基にコードを書いて実験を行い、さらにそ

の結果を論文としてまとめるまでの一連の流れを成功させた例があります。こ

れは、AI が高度な知識創造活動に参加できる可能性を示しており、研究活動

の自動化に向けた重要な一歩です。 

成果と今後の展開 

 この AI サイエンティストプロジェクトでは、複数の AI が協力して異なる役割を

果たすことで、1 つの大きな成果を生み出すという仕組みが採用されていま

す。例えば、アイデア出し、実験の実行、論文作成、レビューといったタスクを

それぞれ専門の AI が分担して行うことで、研究活動全体を効率化していま

す。 

 sakana AI はこのプロジェクトをさらに進化させ、今後も AI がより複雑で高度な

研究活動に携わることができるようにすることを目指しています。 

3. ジェニックプロジェクトのさらなる発展 

sakana AI は、今回のジェニックプロジェクトで得た成果を基に、今後も新しい技術開

発に挑戦していく予定です。ジェニックプロジェクトでは、低コストで高性能な AI モデ

ルの開発やメモリ使用量の大幅削減に成功しましたが、sakana AI はこれらの技術を

さらに発展させ、AI の効率化や実用性の向上に取り組んでいます。 

公開予定の技術とモデル 
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 ジェニックプロジェクトで開発された技術やモデルは、全て公開予定です。これ

により、他の研究者や企業も sakana AI の成果を活用し、AI 技術の発展に貢

献できるようになります。 

 特に、今回開発された NUM モジュールや進化的モデルマージの技術は、他

のモデルにも簡単に適用できるため、広く利用されることが期待されていま

す。 

4. 多様な AI モデルの開発 

sakana AI は、今後も AI モデルの多様化を進めていく方針です。これには、クオリティ

ダイバーシティオプティマイゼーションという新しいアプローチが重要な役割を果たし

ます。sakana AI は、このアプローチを用いて、LLM（大規模言語モデル）にさらに多様

なスキルを持たせ、より柔軟で適応力のある AI モデルの開発を目指しています。 

自然界にインスパイアされたアプローチ 

 sakana AI の多様な AI モデルの開発には、自然界の多様性にヒントを得たア

プローチが採用されています。自然界には様々な生物が異なる役割を果たし

て共存しているように、AI の世界でも多様なモデルがそれぞれの強みを活か

して協力し合うことで、より高い性能を発揮できるという考え方です。 

 具体的には、異なるタスクに特化した AI モデルを組み合わせることで、従来

の単一の AI モデルでは対応しきれないような複雑なタスクにも対応できるシ

ステムを構築することを目指しています。 

5. 生成 AI 技術のさらなる発展 

sakana AI は、生成 AI 技術の分野においても、さらなる発展を目指しています。特

に、生成 AI を使ったモデルの小型化やエネルギー効率の向上に取り組んでおり、今

後もこの分野での技術革新を進める予定です。 

 エネルギー効率の改善: AI モデルの大規模化が進む一方で、エネルギー消

費やコストが大きな課題となっています。sakana AI は、この問題を解決するた

めに、モデルの小型化とエネルギー効率の向上に力を入れており、これまで

に開発した技術を基に、さらに効率的な AI システムの構築を進めています。 

結論: 
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sakana AI 株式会社は、今後も AI 技術の最前線で革新的な取り組みを続けていく予

定です。特に、エージェンティックシステムや AI サイエンティストといったプロジェクト

により、AI が自律的に価値を生み出すシステムの実現を目指しており、今後の AI 技

術の発展に大きな影響を与える可能性があります。また、生成 AI やエネルギー効率

化の分野でもさらなる革新を進め、より実用的で持続可能な AI 技術の開発を目指し

ています。 

4o 

 


